
 

 

 

１ 結果のポイント 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
全問題数：14問（選択式7問・短答式7問・記述式0問） 
・県平均正答率71.5％（選択式68.3％・短答式74.6％）。平成   

26年度に比べ、正答率は下降したものの、全国値を1.5ポイ 
ント上回った。 

・全国平均正答率との比較で見ると「書くこと」「読むこと」領   
域は、それぞれ、－0.4ポイント、±0.0ポイントとなり、優 
位性が見られなくなった。 

 
 
 
全問題数：9問（選択式3問・短答式2問・記述式4問） 
・平均正答率66.7％で、出題された全ての領域で全国平均正答 
率を上回った。また、9問中7問において、全国平均正答率を 
上回っている。 

・正答率は上昇しているものの、全国平均正答率に対する優位性 
は前年度から減少している。 

・全問題において、無回答率が全国平均より低い。 
 

 

 

・国語Ａ・国語Ｂとも正答率が全国平均以上の児童は51.9％（前年度46.8％）、国語Ａ・国語Ｂとも平均未満

の児童は25.0％（前年度27.0％）であった（中間層以上が増加）。 

・児童質問紙「国語の勉強は好きですか」に肯定的な回答をした児童の割合が61.7％（Ｈ19年度55.6％、Ｈ26

年度56.9％）と増加傾向である。 

小学校：国語Ａ 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

話すこと・聞くこと 57.1 53.0 ＋4.1 

書くこと 85.6 86.0 -0.4 

読むこと 55.2 55.2 ＋0.0 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 79.0 77.2 ＋1.8 

全体 71.5 70.0 ＋1.5 

小学校：国語B 平均正答率(％) 

領域 大分県 全国 差 

話すこと・聞くこと 出題なし ･･･ 

書くこと 62.7 61.1 ＋1.6 

読むこと 69.6 68.1 ＋1.5 

伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 出題なし ･･･ 

全体 66.7 65.4 ＋1.3 

平成２７年度 全国学力・学習状況調査結果（小学校：国語） 

小学校：国語Ａ 

小学校：国語Ｂ 

小学校：その他 



２ 課題が見られた問題と指導改善のポイント 

 

 

（１）話すこと・聞くこと 

 ①話の内容に対する聞き方を工夫する。＜指導事項・話すこと・聞くこと5･6年エ＞ 

  Ａ□3 （正答率57.1％・全国53.0％） 

・青木さんの心の中の声につい    

てＡは提案の理由に着目する 

聞き方、Ｂは提案の内容と自 

分たちの様子とを重ね合わせ 

る聞き方、Ｃは提案の効果や 

妥当性を判断する聞き方につ 

いて述べている。 

 ・解答類型から、Ｂについて、 

不正解である児童が4分の1 

以上いることが分かる。選択 

肢２の「確かめながら聞いて 

いる」だけで判断したか、Ｂ 

の心の中の声「あまりできて 

いない」と「反対の立場に立 

ち」との関連で考えてしまっ 

たと考えられる。 

 ・相手の話を聞く際には、相手 

の話の目的や意図を捉えなが 

ら内容を十分に聞き取ることができるように指導すること、また相手  

の目的や意図を捉えつつ、自分の考えをまとめることができるように  

指導することが重要である。 

 ・本問に関連する問題が、平成24～26年で出題されている。授業アイ 

デア例を参考に、関連する言語活動を行うことが重要である。 

 【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」30～35ページ 

 

（２）読むこと 

 ①新聞のコラムを読んで、表現の工夫を捉える＜指導事項・読むこと5･6年ウ＞ 

  Ａ□5 一（正答率60.2％・全国59.5％） Ａ□5 二（正答率17.7％・全国19.8％） 

・新聞のコラムを読み、筆者の意図や思考を想定しながら文章全体の構成や表現の工夫を捉える力に関する設

問。 

・設問一は、筆者の読書体験として、「２」に子供の頃に読んだ感想、また「４」のまとまりに、再読した折

の新発見が書かれていることを捉える必要がある。 

・設問二については「３」に「 」を使った引用箇所があることを捉える必要がある。 
・解答類型から引用箇所を、「子ども読書」「世界本の日」「セロ弾き」と答えた児童が27.7％いることが

分かる。また「 」が使用されている部分以外を抜き出している児童が 45.2％であった。以上のことから、

①引用をするときには「 」を使用するということは、理解しているものの、「引用」の必要性や効果を   

考えた上で言葉を判断することができなかった、 

②「引用」という言葉自体がよく分かっていない、という２点が考えられる。 

Ａ３の解答類型 

 Ａ Ｂ Ｃ  

１ ○ ○ ○ 57.1％ 

２ ○ ○ × 2.3％ 

３ ○ × ○ 10.2％ 

４ × ○ ○ 3.2％ 

５ ○ × × 6.8％ 

６ × ○ × 2.5％ 

７ × × ○ 9.9％ 

小学校：国語Ａ 



・引用については、生きて働く国語の能力として、目的に応じて、適切に引用することができるように、言語

活動を位置付け、課題解決の過程において指導することが必要である。 

・「引用」という言葉は、学習用語とし

て教科書にも出てくる言葉である。国

語科授業において、理解語彙から使用

語彙に高めていく工夫が求められる。

例えば、既習の用語については、教室

に掲示することはもちろんであるが、

その用語を使用して説明させることな

ど、日々の学習の中で使用させること

が重要である。 

 

【参照】「平成27年度全国学力・学  

習状況調査報告書」 

38～40ページ 

 

 

 

 

 ②登場人物の相互関係を捉える＜指導事項・読むこと5･6年エ＞ 

Ａ□6 （正答率68.4％・全国67.5％） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ・「４年間のまとめ」において、「物語に登場する人物についての描写  

や心情、人物相互の関係を捉えること」に課題があると指摘している 

こと、平成26年度Ａ５（正答率65.5％）において、課題が見られた 

ことを踏まえての出題である。 

 ・「ぼく」が視点人物であることを理解し、会話文に着目して前後の文  

脈から登場人物の相互関係を捉える力を見る問である。 

 ・解答類型から、「イ」について、理解が不十分な児童が18％を超え   

ていることが分かる。「イ」は「お父さん」の「ぼく」に対する心情 

Ａ６の解答類型 

 ア イ ウ  

１ ○ ○ ○ 68.4％ 

２ ○ ○ × 5.6％ 

３ ○ × ○ 5.2％ 

４ × ○ ○ 1.3％ 

５ ○ × × 2.6％ 

６ × ○ × 1.1％ 

７ × × ○ 10.3％ 



である。「いっしょにつりをやってみないか？」「名人がふたりで教えてやろうってんだ」などの叙述か

ら判断する。 

 ・物語を読む際、情景や場面の変化、人物の性格や行動、心情の変化などを理解していくことが必要で、例え

ば、高学年では、人物の相互関係などを手がかりに内面にある心情を捉えるなどの指導することが必要で

ある。具体的には、人物の相互関係を図や矢印などを用いて人物関係図に表すこと、本を紹介する際に人

物関係図を活用すること、などが考えられる。 

 ・具体的な言語活動については、平成22年度及び平成26年度の授業アイデア例を参考にすること。 

【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」41～43ページ 

 

（３）伝統的な言語文化と国語の特質に関する事項 

①学年別漢字配当表に示されている漢字を正しく書く。＜指導事項・伝国5.6年(1)ウ(ア)＞ 

Ａ□1 二（正答率58.3％・全国58.4％） 

・正答は「浴」である。音訓ともに第4学年で学習する漢字である。「浴びる」は児童の使用語彙  

であると考えられるが、正答率が低い。主な誤答例は同じへんや似たつくりをもつ「溶」「治」、 

同じ発音をする「挙」である。 

 ・学年別漢字配当表に示されている漢字について、意図的・日常的に正しく読んだり書いたりするこ 

と、それらを文や文章の中で適切に使うことができるように指導することが重要である。 

 

【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」25～27ページ 

 

②文の中における主語を捉える。 ＜指導事項・伝国3.4年(1)イ(キ)＞ 

Ａ□2 一（正答率59.7パーセント・全国53.1％） 

 ・平成25年度【小学校】国語Ａ３一（正答率36.9％）において「文が句点によって 

区切られることの理解」に課題が見られたことを踏まえての出題。 

 ・「１」の文は、「何が（は）～どうした」という構成である。「２」の文は、「何は 

（が）～何だ」という構成である。 

 ・解答類型から、「２」の「何は～何だ」についての主語の誤りが22.3％を超えており、 

  物の様子や状態等を示す述語に対する主語についての理解に問題があると言える。人を表 

す語句を主語と誤って捉えたものと考えられる。 

 ・主語と述語は、明確な文を書く上で、基礎となるものである。主語と述語の照応関係につ 

いて、文の理解・表現に際し、きちんと意識できるように指導することが必要である。 

・また、主語と述語の理解にあたっては、例文の中から主語と述語とを区別して取り出す活 

動等が考えられる。 

主語･･･「何は（が）」「誰は（が）」などという言葉 

述語･･･動き（「どうした」）、様子（「どんなだ」）状態（「何だ」）を表す言葉 

という指導をすることも有効である。 

 

【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」28～31ページ 

 

 

 

 

 

 



 

（１）書くこと 
①目的や意図に応じ、取材した内容を整理しながら記事を書く＜指導事項・書くこと5･6年ウ＞                    

  Ｂ□1 三（正答率34.7％・全国34.7％） 

・平成21年度「報告文のまとめとして、調べて分かったことを書く」、平成25年度「【ずかんの一部】の

中から花火師の苦労が具体的に書かれている内容を引用して書く」「複数の内容を関係付けた上で、自分

の考えを具体的に書く」ことに課題が見られたことからの出題。 
・中田さんの「あやとりのコーナーに参加してよかったわ。」という感想の理由を、〈話した内容〉から取り

出した上で、〈表情や声の調子〉と関係付けながら書く設問。 
・正答の条件としては以下の3点である。 
 ① 以下の内容を合わせて書いている。 

a 「（一年生のみんなに）様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」 
b 目を細めながら明るい声 （＊ 「目を細める」「明るい声」のいずれか一方でも可） 

② 一文で書いている。 
③ 40字以上70字以内で書いている。 

（正答例））「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、目を細めながら明るい声で話

してくださいました。 
 ・主な誤答は、条件① a またはb のいずれか一方のみしか満たしていないもの（50.7％）である。 
 （誤答例１）「みなさんも準備が大変だったことでしょうね」と、目を細めながら話してくださいました。 
        ･･･「様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」という内容を取り上げていない。 
 （誤答例２）「一年生のみんなに様々な形を教えてあげたら喜んでくれた」と、話してくださいました。 
        ･･･「目を細めている」「明るい声」のどちらの内容も取り上げていない。 

小学校：国語Ｂ 



  必要な内容を素早く探す力（読むこと）、それを適切に書く力が必要となる。 
 ・取材した事柄を記事として書く際、事実と感想を意見などとを区別すること、目的や意図に応じ、内容に軽

重をつけることが大切である。具体的な指導として、伝えたいことの中心を明確にし、自分で調べた内容や

関係者に取材した事柄の中から取捨選択すること、事実だけではなく、取材した相手から受ける印象や自分

が感じたことなどをメモに取っておくこと等がある。 
・実際の指導にあたっては、「４年間のまとめ【小学校編】」（P.６～７、P.64～65、P.100）、「平成21年

度【小学校】授業アイディア例」P.２、「平成25年度【小学校】授業アイディア例」P.11～ P.12等を参考

にすることも重要である。 
【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」53～55ページ 

 
（２）書くこと／読むこと 
 ①目的に応じ、中心となる語や文を捉える＜指導事項・読むこと3･4年イ＞ 
  Ｂ□2 一ア（正答率74.9％・全国75.5％） 

・「４年間のまとめ」において、「目的に応じて必要となる情報を取り出し、それらを関係付けて読むこと」

に課題があると指摘していることを踏まえての出題。 
 ・本設問では、【文章】の中から難しい言葉とその意味について書かれている箇所を抜き出す力を問うている。 
  ノートや文章から 
 
  
  
  「選択者」や「選択肢」と言う言葉が文章のどこにあり、また「選択者」と「選択肢」が対応する言葉、

「選ぶ人」と「ア」が対応する言葉になっていると理解することが大切である。                  

 ・説明的文章では、中心となる語が難解である場合、その意味を定義付けていることが多い。中心となる語に

着目した上で、その語を含む文全体の意味を的確に理解する必要がある。 
 

【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」56～58ページ 
 

〈難しい言葉〉 〈言葉の意味〉 

◇ 選択者 選ぶ人のこと 

◇ 選択肢 ア 

この二つの関係に着

目する 



②文章と図とを関係付けて、自分の考えを書く 
＜指導事項・書くこと5･6年エ＞ ＜指導事項・読むこと5･6年ウ＞ 
Ｂ□2 三（正答率43.3％・全国41.6％） 

 ・楽器の分担を決める過程を説明するために、【楽器の分担図】について読み取った内容と、【文章】の中で

必要となる内容を合わせて書くことを問う。 

 ・（問い）の〈条件〉の二つ目の○から正答の条件として「折り合いをつけて決めていくこと」（＝「ゆずり

合って解決すること」）という内容を取り上げていることが重要になる。 
 ・ゆえに正答として次の条件が必要になる。 
  ① 「リコーダー①」「小だいこ」「木きん」という三つの言葉を使っている。 

② 【文章】の中で説明している、決めるときに大切なこととして、「折り合いをつけて決めていく」、ま

たは「ゆずり合って解決する」という内容を取り上げている。 
③ 書き出しの言葉に続けて、80字以上100字以内で書いている。 

 （正答例）一人しか希望どおりにいきません。木きんから外れた二人は、リコーダー①か、小だいこをたん当

します。三人がなっ得するように折り合いをつけて決めていく必要があります。 
 ・主な誤答は、条件② を満たしていないもの（31.0％）、つまり【文章】の中の必要な情報を、文中に入れ

ていないものである。 
 （誤答例）三人とも木きんを選び、希望が重なっています。だから、一人はリコーダー①を、もう一人は小だ

いこをたん当するように決めていくことになります 
      ･･･「折り合いをつけて決めていく」という内容を取り上げて書いていない。 
 ・説明的な文章では、図やグラフなどを用いる場合があるため、それらを関係付けて自分の考えをまとめる 

ことは重要である。図やグラフなどが添えられた文章を提示し、それらを関係付けて読んだり、自分の考

えを書いたりする指導を意図的に行うこと、文章と図やグラフなどとの関係やその効果を捉えることがで

きるように指導すること、その上で説明的な文章を書く際に図やグラフなどを効果的に用いることができ

るように指導すること、等が考えられる。 
 
【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」62～64ページ 



 ③登場人物の行動を基にして、場面の移り変わりを捉える。＜指導事項・読むこと3･4年ウ＞ 
  Ｂ□3 一（正答率62.4％・全国60.4％） 

・物語を音読する場合、場面の移り変わりに注意し、登場人物の行動   
や気持ちの変化について想像しながら読むことが重要。本問では、  
とんち話の中から「びょうぶのとらのお話」を取り上げ、紙芝居に  
して音読する場面を設定している。 

 ・本問では、登場人物の行動に着目して読むことが求められる。登場   
人物の行動が変化したことが分かる言葉や文を見付けながら読むこ 
とが必要となる。また、【話し合いの様子①】の高木さんの発言も  
参考になる。 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

身じたくを整えた姿 

びょうぶの前に進み出

ている 



 ④登場人物の気持ちの変化を想像しながら音読する。 
＜指導事項・書くこと5･6年ウ＞ ＜指導事項・読むこと3･4年ア＞ 

  Ｂ□3 二（正答率69.5％・全国66.6％  ※無解答率12.0％・全国15.1％） 
・とのさまの会話の音読の工夫について、具体的に示して  
書くこと、また、そのように読む理由として、とのさま 
の気持ちについて想像したことを取り上げて書く必要が 
ある。 

 ・とのさまの気持ちとしては、やり込められたことに対す 
る悔しさ、または一休さんの見事なとんちに対する感心 
などの気持ちが考えられる。そのような気持ちを表す声  
の出し方として、様々な工夫が考えられる。 

 ・正答は次の条件を満たしているもの 
  ① 声に出して読むときに工夫することを書いている。 

②とのさまの気持ちについて想像したことを理由とし   
て取り上げている。 

③40字以上80字以内で書いている。 
（正答例１）わたしは、小さい声で読みます。とのさま 
は一休さんをこまらせようと考えていたのに、逆に一  
休さんにやりこめられてしまい、落ちこんで元気をな 
くしたと思うからです。 

  （正答例２）とのさまは、無理なことをとんちで解決し 
た一休さんをほめてあげたかったと思います。だから、 
少し高い声で調子よく読みます。 

 ・主な誤答は、条件②を満たしていないもの（8.7％）、  
つまり、とのさまの気持ちを理由として記述していないものである。 

 （誤答例１）大きな低い声で、ゆっくり読みます。理由は、とのさまの声は低くて大きな声だと思うからです。 
 （誤答例２）びょうぶのたらのお話のおもしろさについて一年生に伝えるのなら、声を大きくしてゆっくり読

みます。なぜなら、一年生はまだ小さいので聞き取れないと思うからです。 
【参照】「平成27年度全国学力・学習状況調査報告書」66～72ページ 
 

※「国語Ｂ」と児童質問紙から考えられること。 
質問と肯定的な回答の割合 Ｈ25 Ｈ26 Ｈ27 
国語の授業で目的に応じて資料を読み、自分の考えを話したり、書いたりしていますか 57.7％ 59.5％ 64.1％ 
国語の授業で意見などを発表するとき、うまく伝わるように話の組み立てを工夫していますか 54.3％ 56.2％ 58.5％ 
国語の授業で自分の考えを書くとき、考えの理由が分かるように気を付けて書いていますか 67.8％ 70.2％ 71.9％ 
全ての書く問題で最後まで解答を書こうと努力した 71.6％ 77.3％ 79.8％ 

児童質問紙から、小学校国語の授業改善に対する指導者の意識は着実に高まっていると判断できる。しかしな

がら、Ｂ問題の記述式の設問については、正答率が70％を超えていない。今後とも、記述した文章の中に必

要な情報が入っているのかを、丁寧に指導することが必要である。また、必要な情報は文章中のどこにあるの

かを素早く見付ける力を付けることも必要であり、そのため、ある程度の字数のまとまった文章を、目的をも

って読ませる指導が必要と言える。 

 

 

 



授業改善のために全国調査の問題やアイデア例を利活用を！ 
 
「授業アイディア例」は，全国調査の結果を踏まえて、授業
の改善・充実を図る際の参考となるよう、作成されている。
平成 21 年度から、学校に配布しているもので、国立教育
政策研究所ホームページからもダウンロードできまる。  

３ 指導の改善のポイント（全体を通して） 

（１）単元を貫く言語活動を設定した授業づくり 

 ・国語科は付けたい力を教えるのではなく、言語活

動を通して、指導事項を指導し、付けたい力を付

けていく教科である。そのため、基礎基本の積み

上げだけでは活用する力は高まらない。今後とも、

単元を貫く言語活動を設定した授業実践の一層の

充実が必要である。 

 ・単元を構想する際、付けたい力とそれにふさわし

い言語活動、教材はどのようなものかを適切に判

断することが求められる。 

そのために、次の２点については年度の始まるま  

でに行っておく必要がある。 

❶マトリクス型の年間指導計画を作成し教材と指導事項を確認すること 

 ※フォーマットは県教育委員会のホームページにもある。 

❷学習指導要領の言語活動例の確認すること 

 ・「全国学力・学習状況調査の結果を踏まえた授業アイデア例」を 

参考にすることも非常に有効である。 

 

 

 

 

 

（２）多様な図書資料等を活用する授業の推進 

 ・「平成２７年度全国学力・学習状況調査報告書」の指導改善のポイントに 

  書くこと 

  ○目的や意図に応じ、取材した複数の内容を整理して記事を書く 指導の充実 

   ・ 取材した内容を新聞記事として書く際、事実と感想、意見などとを区別するとともに、目的や意図に応じ、伝えたい内

容が十分に伝わるように、取材した複数の内容を整理して書くことが必要である。（後略） 

  読むこと 

  ○目的に応じて、適切に引用する指導の充実 

   ・「引用」とは、本や文章の一節や文、語句などを引いてくることであり、実生活で生きて働く国語の能力として、目的

に応じて適切に引用することができるようになることは極めて大切である。（後略）  

  ○文章と図やグラフなどとを関係付けて、自分の考えをまとめる指導の充実 

   ・児童が文章と図やグラフなどとを関係付けて、 白分の考えをまとめるためには、 図やグラフなどを読み取るとともに、 

文章と図やグラフなどとを関係付けて読むことについて指導することが必要である。具体的には、図表やグラフなどが

添えられた文章を提示し、それらを関係付けて読んだり、 自分の考えを書いたりする指導を意図的に行うことが考えら

れる。（後略） 

「平成２７年度全国学力・学習状況調査報告書」9ページより 

  とある。このことからも、授業における多様な図書資料を利活用する必要があることが分かる。 

 ・必要な情報を素早く見付ける読みや、必要な部分のみを詳細に分析する読みの指導が必要である。その

ためには、多様な図書資料等を用い、目的に応じた読み方を身につけさせる活動の充実を図ることが求

められる。 

 ・学習指導要領の言語活動例を参考にして、情報を活用し、条件に応じて自分の意見や考えを表現する活

３つの要素の関連を考えた単元づくりを！ 



一斉読書や図書館の利活用
で様々な資料に触れる。 

新聞配備については地方財
政措置が講じられている。 

動の充実を図るとともに、考えを深めたり広げたりする「交流」の場面を単元の中に効果的に位置付け

ることも有効である。 

   例  ○書かれていることを図や表にまとめて、それを用いて人に説明する。 

         ○一つの文章を、様々に目的を変えたり、字数を変えたりして要約する。 

 ・「漢字の読み」や語彙量に課題が見られる児童、

まとまった量の文章を素早く読むことが苦手な

児童の学力を育成する基盤として、本に慣れ親

しませることが求められる。本県の小学５年生

における不読者は、昨年度から微減したものの

依然として高い水準である。一斉読書や教科の

授業中に図書館の利活用を推進する中で、様々

な種類や内容の書籍に触れさせる指導も必要で ある。 

 ・また、自分の考えを深めたり広げたりするためにも学校図書館等を利活用し、多様な情報を関連づけて

読むことに指導に当たることが大切で、新聞等のメディアも有効な教材と言える。 

 ・本調査のクロス集計を見ると読書時間及び新聞を読む頻度と教科の力にある程度の関係性が見られる。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

（３）「めあて」の設定や指導にいかすことができる「より具体的な評価規準」の設定 

 ・授業のはじめに目標（めあてやねらい）を示すことは、

有効である。「５年生までに受けた授業のはじめに目標

（めあて・ねらい）が示されていたと思いますか」につ

いての回答と正答率との関係は右のグラフに示すとおり

である。 

 ・単元の評価規準→指導過程の評価規準→本時の評価規準

という道筋で、より具体的な評価規準（概ね満足できる

状況）を設定することが求められる。 

 ・この具体的な評価規準から本時のめあてを設定すること、

評価規準に基づき、「Ｃ 努力を要する状況」の児童を

見極め、「Ｂ 概ね満足できる状況」になるよう効果的

な支援を行うことが必要である。 

 

（４）国語科授業で取り組むべきこと 

 ①主にＡ問題に課題がある場合に求められる工夫 

 ・記述する力を高めるために様々な場面で「書く」活動を  

設定する。記述の指導は、「書くこと」の指導だけでな 



新聞社作成のＮＩＥワークシート（写真は大分合同新聞社のもの） 
 
多くの新聞社（中央紙、地方紙ともに）が新聞記事を使った様々な
ワークシートを作成している。また、それらを入手する方法も様々
である（サイトからダウンロードする、登録して配信サービスを受
ける、販売店から届けてもらう）。無料のものも多いので、利活用
しやすい。内容も様々であるので、発達段階に沿って利用もでき
る。 
言語活動の練習教材として、また読書活動の教材として活用ができ
ると考えられる。 

く、３領域１事項に係る様々な活動を効果的に関連させ 

ることが重要である。 

例（話す聞く）インタビュー等の取材メモ、スピーチ原稿 

 （書くこと）手紙、礼状、依頼状、記録、報告、紹介、説明、詩、短歌、俳句、物語、随筆 

 （読むこと）文章を読んで解釈し、自分の考え（感想や意見）を明確に書くこと。 

目的に応じて本文を引用したり要約したりすること。 

 ・学習用語の確実な定着を重視すること 

教科書の巻頭・巻末等にまとめられている学

習用語は、その学年で確実に指導することが

大切で、一度学習した用語は授業で使う。指

導者があいまいな言葉を使わないことが大切

である。 

   

 ②主にＢ問題に課題がある場合に求められる工夫 

 ・条件に即応して記述しなければならない場面を設定する。 

  時間・字数・文章の形態や種類・文体（常体・敬体・一人称・三人称等）・テーマ・対象・使 用語

彙・要約・引用・例示・技法（反復・倒置・比喩・反語等）・構成等条件を踏まえる必然性のある活動

を設定する。 

 

（５）学校全体で取り組むべきこと 

・漢字や語句、文法、表現技法等の確実な習得には、繰り返し練習が不可欠。 

 特に漢字は一度覚えても使わなければ忘れてしまう。繰り返し学習できる環境を学校全体で整えることが

大切である。国語科だけでなく、各教科のノートや学級日誌等、様々な場面での指導が望まれる。 

・全校一斉読書や各教科及び領域における学校図書館の利活用。 

 様々な力を下支えするものとして、活字に親しむことが必要である。その際、文学的文章だけでなく科学

的な読み物等にも手を伸ばすように指導する必要がある。また、学年が上がるに従って、本だけでなく、

新聞、インターネット、テレビ、ラジオ等の様々な情報

を利活用することも求められる（【例】各新聞社から配

信されるワークシートを短時間で行う）。そのために、

国語科だけでなく、各教科や領域において、図書館の利

活用の推進をしなければならない。 

 

既習の学習用語・漢字等を掲示し、授業中の発

表等の中で使用を促すことも有効である。 


